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７．総括
　前述したとおり、奥会津地域は豊かな自然や地域資源の魅力がある反面、人口減少や少子高齢化といった社会
問題が根底にある。40 年間で人口が半減している現実は、明らかに地域の衰退を映し出している。地域のインフ
ラやイベントに毎年多くの公費を投じているが、衰退の流れは変わらない。今はまだ豊かな都市部の財源を地方
にまわすことが出来ている（基礎データ③で示したとおり、町村の一般会計予算に占める住民税は極わずかで殆
ど外からの交付金や補助金に依存している）が、我が国全体の経済力が高度成長する見込みがないのだからいつ
までも依存できる保障はない。
　そういった地域の問題解決に向けて、大学・短大として何か具体的なアクションをおこない、地域貢献しよう
としたことが本研究のきっかけである。
　これまでも地域では様々な討論やワークショップが開催されてきた。行政主体でも民間主体だとしても、多く
の住民が熱心に参加している姿をみて、とても感心するばかりである。しかし、いつも参加されるのは中高年齢
の方ばかりで、地域の資源や歴史に誇りを持たれている話ばかりを耳にした。それはそれでよいのだが、そもそ
も人口が減少する（地域が衰退する）最大の要因は若者流出なのに、当事者である若者のニーズを吸い上げてい
るようには到底思えなかった。よって、本研究は、主に若者をターゲットに地域にニーズを汲み取り、そして、
大学として具体的に何か地域貢献できるかどうか可能性を模索してみた次第である。
　最後に、本研究のさらなる発展を期待したい。

奥会津地域は昭和の雰囲気や情緒を残しているが、1984 年当時と
変わらない現在の風景を端的に紹介している筆者（2017 年 5 月 27
日　越後須原）

福島県生活環境部主催の只見線利活用プロジェクトによる地域活性
化アイディア創出ワークショップの様子（2017 年 5 月 13 日　金山
町公民館）

奥会津地域ではイベントが多数おこなわれているが、とくに冬の
シーズンには町村ごとイベントが同時多発的に開催されている

（2016 年 2 月）

民間主体の「第 6 回只見線応援ミーティング」、後半は只見線を
活用したブライダルトレインをテーマにワークショップを開催

（2017 年 12 月 16 日　会津美里町新鶴公民館）
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アンケートにご協力お願い致します。
◆ 主旨

◆ 情報の取り扱いについて

◆ 回答方法

本紙にご記入の上、ご返信下さい。全 4 ページ（A３サイズ 1 枚の両面）あります。

会津大学短期大学部　産業情報学科　高橋研究室
〒965-8570　会津若松市一箕町八幡字門田 1-1　TEL.0242-37-2300（代表）
2017 年度会津大学戦略的研究費（一般枠）研究題名：奥会津に古民家キャンパスをつくるための基礎調査

Ｑ１．ご回答者について

5-1　若者が集えるような空き家もしくは古民家は近くにありますか？（一つ回答）

①ある（　　　　　　　　　）　　　②ない　　　　③分からない

①有効である　　②ない（理由：　　　　　　　　　）　　③分からない

①もちろん知っている　　②そのような意識がない　　  　③分からない

①ある（　　　　　　　　　）　　　②ない　　　　③分からない

6-1　沿線に住んでいる場合、鉄道が交通手段として有効でしょうか？（一つ回答）

6-2　鉄道は観光資源として注目される場合がありますが、ご存知でしょうか？（一つ回答）

もしも奥会津地域に学生が集えるスペースができたとしたら、その交通手段として鉄道は有効と考えていますので、お尋ねします。

5-2　空き家もしくは古民家を一定期間だけのゲストハウスとして利用することは考えられますか？（一つ回答）

Ｑ５．空き家の利用について（空き家や古民家をリノベーションして、ゲストハウスや古民家カフェとして使用するイメージです。）

Ｑ６．ローカル鉄道の活用について

Ｑ７．取材の可否

◆ 参考
◆ 問い合わせ先 / 実施責任

整 理 番 号
※記入しないで下さい。

1-1　　　　 高校　　年生　・　保護者　・　教員　・　職員

1-2　　男　・　女

1-3　 お住まい：　　　　　町 村

●福島大学
●福島県立医科大学

●テクノ
アカデミー浜

●いわき明星大学

●東日本国際大学
●いわき短大

●会津大学
●会津短大

●日本大学工学部
●テクノアカデミー郡山

●福島県農業短大

●放送大学福島学習センター

福島高専●

●福島学院大学
●福島学院短大桜の聖母短大●

奥羽大学●

テクノアカデミー会津
●

郡山女子大学●
郡山女子短大●BLANK

② 福島県内における高等教育機関の分布図 ※任意団体や専門学校等は除く

in 奥会津 NET

県外からの大学生も利用可

目標イメージ
公立大学・短大のサテライトキャンパスもしくはセミナーハウスのような位置づけ

例えば、古民家を再利
用したような魅力的なスペース

北陸方面からのポータル
（入口）機能も

←
→

統計的に取りまとめますが、許可無く個人が特定されないようにします。取り扱いには十分に気をつけます。

具体的な提出方法は、各学校からの指示に従って下さい。　締め切り：2017 年 11 月　　日まで

　これまで本学生等が地域を訪問・調査した結果、豊かな自然や地域資源の魅力が分かった反面、人口減少や少子高齢化といっ
た社会問題が根底にあることが分かりました。とくに若者の流出は大きな問題です。そこで、「奥会津地域に古民家キャンパ
スをつくる」というテーマで研究をすすめることになりました。地元高校生の進学先や社会人教育の新たな学習機会として、
また地域外から多くの人財が集まるだろうとも考えていますので、新たなキャンパスをつくる可能性を探るための基本調査に
ご協力の程よろしくお願い致します。
　なお、奥会津らしい魅力のイメージとして「古民家キャンパス」というフレーズを端的に使用していますが、要は内外から
若者が集いやすいスペースづくりを目標イメージにしています。
　「奥会津地域」というエリア（境界）については、便宜上「只見川流域」の町村を想定しています。
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① 奥会津五町村の現住人口と観光客入込数の推移

会津若松

7-1　もしも取材する場合があればお願いできますか？　　可　・　否

7-2　取材可能であれば、連絡先をご記入して下さい。
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Ｑ２．奥会津地域の課題について

2-1　地域の活性化において、とくに重要だと思われるものは？（上位３つまで）
4-1　もしも地域に高等教育機関があるとすれば次のいずれかニーズがあるでしょうか？ □ 印をつけて下さい。
　　 （上位５つまで）

4-2　4-1 で選んだ理由が特にあれば記述お願いします。（自由記述）

①農業　②林業　③工業　④観光業　⑤行政　⑥自然　⑦歴史　⑧特産品　⑨雇用（働く場所）

⑩人口　⑪進学　⑫後継者　⑬その他（　　　　　　　　　）

①農業　②林業　③工業　④観光業　⑤行政　⑥自然　⑦歴史　⑧特産品　⑨雇用（働く場所）

⑩人口　⑪進学　⑫後継者　⑬その他（　　　　　　　　　）

2-2　地域の活性化において、大きな課題ではないと思われるものは？（上位３つまで）

2-3　地域の活性化について具体的な課題（個人的に思うこと）があれば記述お願いします。（自由記述）

3-1　地域に大学等の高等教育機関は必要でしょうか？（一つだけ回答）

3-3　もしも遠隔システム等を活用して大学の講義を地域で受講できるとすれば興味はありますか？（一つだけ回答）

①大学が必要　　②大学ではなく短大があれば十分　　③大学も短大も不要　　④分からない

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）

①受講してみたい　　②興味あるが分からない　　③興味が無い　　④受講したくない　　

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）　

3-4　大学の講義を地域で受講できるとすれば、どのような科目もしくは内容だと興味ありますか？（自由記述）

3-2　地域に大学等のセミナーハウス（合宿所）もしくはゲストハウスは歓迎されるでしょうか？（一つだけ回答）

①どちらも歓迎する　　②セミナーハウスは良い　　③ゲストハウスは良い　　③分からない

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ３．奥会津地域に若者が集える可能性について

Ｑ４．学科系統のニーズについて
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人文科学系統

社会科学系統

理学系統

工学系統

農学系統

医療・保健系統

家政系統

教育系統

芸術系統

総合・学際系統

その他

□ 文学・語学 0101
□ 歴史学・地理学 0102
□ 哲学・心理学 0103
□ 文化学 0104

□ 法学 0201
□ 政治学 0202
□ 経済学 0203
□ 商学 0204
□ 経営学 0205
□ 社会学 （観光や福祉など） 0206
□ 社会科学系学際 0207

□ 数学 0301
□ 物理学 0302
□ 化学 0303
□ 生物学 0304
□ 地学 0305
□ 広域科学 0306
□ 理学系学際 0307

□ 機械工学 0401
□ 電気通信工学 0402
□ 応用物理学 0403
□ 土木建築工学 0404
□ 応用化学 0405
□ 応用生物学 0406
□ 材料工学 0407
□ 経営工学 0408
□ 工業デザイン 0409
□ 工学系学際 0410
□ 商船学 0501

□ 農学 0601
□ 農芸化学 0602
□ 農業工学 0603
□ 農業経済学 0604
□ 森林科学 0605
□ 獣医学・畜産学 0606
□ 水産学 0607

□ 医学 0701
□ 歯学 0702
□ 薬学 0703
□ 看護学 0704
□ 栄養学 0705
□ 保健・衛生・医療技術 0706

□ 家政学 0801
□ 食物学 0802
□ 被服学 0803
□ 住居学 0804
□ 児童学 0805

□ 教育学 0901
□ 体育学 0902
□ 教員養成 0903
□ 総合科学 0904

□ 美術（アート） 1001
□ 工芸・デザイン 1002
□ 音楽 1003
□ 芸術系学際 1004

□ 教養学 1101
□ 国際関係学 1102
□ 人間科学 1103

□ 分類不明 9999
　　↓

注１　上述の系統は、廣告社株式会社「学科逆引き大学辞典」
（http://www.gyakubiki.net）の分類に基づいています。

注２　４桁の数字は便宜上の分類コードです。

参考：配布したアンケート用紙（縮尺 40%）


